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研究の背景

インターネットにつながるIoTデバイスの増加

⇒トラヒック量の増大、トラヒック頻度の拡大、トラヒックの空間

変動の増大

センサデータは1つ1つのデータ量は小さいが大量で、空間的

な拡がりをもっており、それらを活用するためにはデータ集約技

術が重要

出典：https://www.izumobase.com/ja/blog/storage-for-iot
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研究の対象

センサデータを収集、分析するためには、階層的に

データを集約する仕組みが必須となる

センサデータを集約する際の課題を明確にするため、

階層的データ集約環境の評価を行う
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研究の目的

IoTゲートウェイ等の一次集約デバイスにおけ

る集約方式の提案

1.集約個数最適制御方式

2.一定間隔最大個数制御方式

シミュレーションによる評価

集約個数最適制御方式の過渡特性の明確化

一定間隔最大個数制御方式の平均特性の明確化
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性能評価モデル

S4 Simulation Systemを使用し、センサデータを1次

サーバで集約する環境を模擬するシミュレーション評価

モデルを作成

集約個数kまたは一定間隔T2
λ(t) μ

集約処理 送信処理

No. 5



CTE-Labs : Communications Traffic Engineering Laboratories

集約個数最適制御方式

到着率に応じて最適集約個数を設定し集約

処理を行う制御方式

送信処理

集約処理
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シミュレーション評価尺度

集約個数 送信待ち個数[評価尺度]

[シミュレーション条件]
・入力パラメータ
・集約処理：集約個数最適制御方式と一定個数集約方式
・初期集約個数6コ
・測定間隔10秒
・kコ到着した時点で直ちに送信処理に渡すモデル
・送信処理：集約個数とは独立な指数分布（平均0.5秒）に従うと仮定
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入力パラメータλ(t)
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過渡特性
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一定間隔最大個数制御方式

集約間隔Tの間に到着したセンサデータを集

約する方式

最大個数Nを設定し、Nを超えた分のセンサ

データは次の間隔Tの間に先送りする
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シミュレーション評価尺度

[シミュレーション条件]
シミュレーション時間：1000秒
集約間隔：0.2～3.5秒
センサデータの到着間隔：到着率λ＝5の指数分布
集約処理：一定間隔最大個数制御方式
送信処理：集約個数とは独立な指数分布（平均0.5秒）に従うと仮定
最大個数：150
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一定間隔最大個数制御方式の実験結果
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まとめ

集約個数最適制御方式では、送信処理に負荷を掛

けずに送信処理を行うことができ、安定した制御特性

が得られることを明確化

一定間隔最大個数制御方式では、系内時間が発散

する領域や最小となる最適な集約間隔が存在するこ

とを確認
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今後の課題

集約個数最適制御方式では、送信処理時間

が集約個数に依存するモデル

一定間隔最大個数制御方式では、到着率の

変化に対応できる集約方式の提案

二次集約サーバも含めた性能評価
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